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１
月
５
日
、
消
防
団
員
や
婦
人
消
防

隊
な
ど
の
関
係
者
約
１
８
０
人
が
参
加

し
た
、
町
消
防
団
（
星
慶
一
団
長
）
の

出
初
式
・
無
火
災
祈
願
祭
は
、
役
場
本

庁
舎
か
ら
田
出
宇
賀
・
熊
野
両
神
社
ま

で
を
隊
列
を
組
ん
で
行
進
し
ま
し
た
。

　

社
殿
で
無
火
災
を
祈
願
し
終
わ
る

と
、
ま
ち
の
駅
に
待
機
し
て
い
た
消
防

車
が
中
心
街
を
パ
レ
ー
ド
。
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
町
民
に
火
災
予
防

へ
の
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
中
、
町
内
で
発
生
し
た
火

災
は
４
件
、
内
２
件
が
建
物
火
災
で
し

た
が
、
幸
い
に
も
人
的
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

屋
内
の
暖
を
取
る
た
め
に
、
石
油
な

ど
の
暖
房
器
具
を
多
用
す
る
こ
の
季

節
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
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令
和
２
年
に
「
初
老
の

　

令
和
２
年
に
「
初
老
の

大
厄
」
を
迎
え
る
、
数
え

大
厄
」
を
迎
え
る
、
数
え

4242
歳
の
男
た
ち
。
田
島
中
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ち
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同
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と
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集
結
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新
春
恒
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２
日
に
役
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れ
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し
た
。

れ
ま
し
た
。
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の
な
い
天
候
の
中
、
会
場

の
な
い
天
候
の
中
、
会
場

は
た
く
さ
ん
の
人
で
大
賑
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わ
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。
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御
千
度
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参
拝
後
に
社
務
所
で
行
わ
れ
る
直な
お
ら
い会
。
大

杯
に
な
み
な
み
と
つ
が
れ
た
神
酒
を
飲
み
干

す
、恒
例
の
「
大
杯
回
し
」
で
は
、「
オ
ー
ン
、

サ
ー
ン
、
ヤ
レ
カ
ケ
ロ
！
」
の
掛
け
声
に
あ

わ
せ
て
１
人
ず
つ
順
番
に
挑
み
、
祭
り
の
成

功
に
向
け
た
意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。

会
津
田
島
祇
園
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の
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始
め

　

会
津
田
島
祇
園
祭
の「
お
と
う
や
行
事（
神

事
）」
は
、
当
番
党
屋
を
中
心
に
執
り
仕
切

ら
れ
ま
す
。

　

１
月
12
日
の
夕
刻
に
始
ま
る
、
祭
り
最
初

の
神
事
「
御お

党と
う

屋や

御お

千せ
ん

度ど

」。
今
年
の
当
番

党
屋
党
本
（
中
町
・
上
側
）
は
、
高
橋
稔
雄

さ
ん
（
田
出
宇
賀
神
社
）
と
猪
股
則
次
さ
ん

（
熊
野
神
社
）。

　

手
に
は
神じ
ん
く供
と
神み

き酒
一
升
を
持
ち
、
田
出

宇
賀
・
熊
野
の
両
神
社
を
参
拝
し
て
、
祭
礼

の
無
事
と
組
中
安
全
を
祈
り
ま
す
。

　

神
社
に
着
く
と
、
社
前
で
神
供
と
神
酒
を

宮
司
に
手
渡
し
ま
す
。
幣
殿
内
に
奉
献
さ
れ

る
と
祝
詞
奏
上
が
始
ま
り
、
終
了
合
図
の
太

鼓
ま
で
、
拝
殿
と
手
水
舎
の
往
復
を
繰
り
返

し
て
参
拝
し
ま
す
。

掛け声にあわせて勢いよく神酒を飲み干す 拝殿に到着した党屋組中の男衆

新
年
の
抱
負
を
語
り
合
う

　

１
月
６
日
、
７
日
の
両
日
に
行

わ
れ
た
新
年
町
民
交
歓
会
。
2
日

間
で
約
２
７
０
人
が
出
席
し
、
今

年
の
町
の
進
展
を
願
う
と
と
も

に
、
互
い
に
親
睦
を
深
め
合
い
ま

し
た
。

　

６
日
の
丸
山
館
（
田
島
地
域
）

に
は
約
１
６
０
人
が
出
席
。
主
催

者
を
代
表
し
て
大
宅
町
長
と
町
商

工
会
の
渡
部
文
一
会
長
が
あ
い
さ

つ
、
町
商
工
会
の
阿
部
保
憲
副
会

長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

７
日
の
伊
南
会
館
（
舘
岩
・
伊

南
・
南
郷
地
域
）
に
は
約
１
１
０

人
が
出
席
。
大
宅
町
長
の
あ
い
さ

つ
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
伊
南
地
域

区
長
・
行
政
連
絡
員
協
議
会
の
芳

賀
隆
雄
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝

宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
交
歓
会
も
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
出
席
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
互
い
に
親
睦
を
深

め
な
が
ら
、
新
年
の
抱
負
な
ど
を

語
り
合
い
ま
し
た
。
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